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項目

○

生徒の学校教育アンケートでは、「さわやかな挨拶ができている」に対
して「よくあてはまる」43.9％、「あてはまる」49.4％をあわせて93.3％と
なった。さわやかな挨拶を心がけている生徒が増えてきている。 □

・生徒会や各学年Ｈ代表の取組の成果が出ている。引き続き「さわや
かなあいさつ」を全校生徒ができるような取組を続けていく。また、引き
続き意識させるとともに、教師も自ら爽やかな挨拶を心がけ、やってみ
てやらせて褒めて育てる。

○

「学校に行くのは楽しい」という肯定的な回答が93.3％で、Ｒ５後期より
微増であった。

□

・アンテナを高くして生徒の状況把握、情報共有、相談、即時対応す
る。「楽しくない」生徒に寄り添って状況改善を目指す。
・職員は授業以外でも様々な場面を捉えて関わり、他学年の教員、部
活の顧問など情報を共有していく。ＱＵの結果も活用したい。

〇

教員の学校教育アンケート「気になることを話す機会を持つように努め
ている。」では、肯定的な回答が92.6％とR5後期より10.4％上昇してい
る。

□

・教職員が生徒達と関われる時間を捻出するために、各分掌からのア
イデアをもらうなどして行事の精選等を今後も進めていく。

○

「いじめられたり、無視されたりすることなく安心して活動できる」では、
99.3%が、肯定的な回答をしている。また、「自分の周りにいじめやから
かいがあったときには、どのように（誰に）知らせればよいか知ってい
る」では、94.5％が、肯定的な回答をしている。

□

・お互いを認め、温かい雰囲気の中で学校生活が送れるような学年集
団を作っていく。担任だけでなく、全員が担任をするという意識で生徒
に関わっていく。「よくあてはまる」の割合を80%をめざす。

○
▲

「授業がわかりやすいと思う」では、94.9％が、肯定的な回答をしてい
るが、学年によって差がある。

□

・授業の中で生徒の様子をみとり、教え合う時間や個別指導の時間を
入れながら、少しでも多くの生徒がわかる授業にしていく。
・個別指導の時間を入れながら、わからない事をそのままにしておくこ
とがないような工夫をしていく。

○

学校教育活動についてのアンケート「授業がわかりやすいと思う」は、
肯定的な意見が94.9％→94.9％と変わらず高い結果になっており、
「よくあてはまる」は33.7％→38.5％と増加している。
生徒の授業についてのアンケート「授業の内容はよくわかる」は、全教
科を通してみると、肯定的な意見が93.4％→90.8％と少し減少してい
る。

□

すべての生徒の「わかった」という思いや資質・能力の育成につなげる
ために、子供主体の授業をより意識し授業改善に取り組んでいく。夏
期の校内研修で学んだことを２学期から実践し、教科部会等で共有す
ることで検証・改善を繰り返していく。

▲

生徒の授業についてのアンケート「自分の考えをもち、伝え合うことが
できる」は、全教科を通してみると、肯定的な意見が88.3％→85.7％と
少し減少している。
学校教育活動についてのアンケート「授業では、自分の考えを持ち、
自ら取り組んでいる」は、肯定的な意見が90.0％→87.5％と少し減少
している。また、「授業では、自分で考えたことやわかったことを表現す
ることができている」は、肯定的な意見が80.5％→79.4％と少し減少し
ている。

□

１学期は重点項目①「自分の考えをもつ手立て」に重きを置いて取り
組んできた。「伝え合う」や「表現する」という項目で肯定的な意見が少
ない傾向が見られる。生徒は考えたことを伝えたいと思っていることを
教員が意識して２学期以降の授業改善に取り組んでいきたい。
また、教科による差や学年・学級による差も見られるので、授業相互参
観週間や教科の実践報告会などを通して教科を超えた実践の共有も
行っていきたい。

▲

学校教育活動についてのアンケート「家庭学習の習慣が身について
きている」は、生徒の肯定的な意見は79.3％→80.9％と少し増加して
いる。しかし、保護者の肯定的な意見は62.3％→61.3％と少し減少し
ている。 □

多くの生徒は家庭学習に継続して取り組むことができている様子であ
るが、生徒と保護者では認識にずれが見られる。家庭学習に取り組ん
ではいるものの、その様子や内容に課題があるのではないかと考えら
れる。
２学期に全学年で家庭学習パワーアップ週間に取り組み、家庭学習
の量や内容の充実を図る。

○
「いじめられたり、無視されたりすることなく安心して活動できている」に
ついてはＡ＋Ｂ評価が生徒では９９％を越えている。 □

あくまでもアンケート時点での状態であるということを忘れず、引き続き
きめ細かく生徒の様子を見守っていく。

○

「さわやかな挨拶ができている」に対して「よくあてはまる」43.9％、「あ
てはまる」49.4％をあわせて93.3％となった。Ｒ５後期より6.4％増で
あった。

□

・今後も生徒参加のあいさつ運動などの取組を継続して行い、「さわや
かな挨拶」を意識させるとともに、教師も自ら「さわやかな挨拶」を心が
ける。

〇
▲

生徒アンケートの「中学生らしい身だしなみを心がけ、ルールやマ
ナーを守っている」は96.9％だったが、「中学生らしい」という表現は学
校生活のしおりにも記載しておらず、時代の流れとともに変更が必要
である。

■

学校生活のしおりに合わせるのであれば、「公式の場にふさわしい」に
変更したい。

▲

「学校行事に関心」では「よくあてはまる」「あてはまる」合わせて93.1％
だった。Ｒ５後期より2.5％減であった。また、「生徒会･委員会活動に
関心」では「よくあてはまる」「あてはまる」合わせて78.7％だったが、Ｒ
５後期より2.7％減であった。

□

・3年生は中学生活の集大成、2年生は後期以降の生徒会、1年生は
進級に向けたリーダーの育成を目指すとともに、北星中学校の一員と
してみんなで行事に取り組むよう働きかけたい。

▲

生徒アンケート「自分の周りにいじめやからかいがあったときには、ど
のように（誰に）知らせればよいか知っている」について、Ａ＋Ｂ評価は
低い数値ではないが、Ｃ＋Ｄ評価が５．５ポイント（人数では２８名）と
なっている。何もないから困っていないのかもしれないが、ＳＯＳの出し
方について周知する必要がある。

■

いじめアンケート実施時に、裏面にいじめの定義や、そのアンケートを
受けて学校としてどうように対応していくのかを記載し、担任からも説
明を行うようにする。

▲

「日頃から安全に登下校ができるよう努めている」生徒のC＋D評価が
０．８ポイントなのに対して、保護者は９．９ポイントと開きがある。１学期
期間中には、地域からご意見をいただくこともあったので、生徒の交通
マナーへの危機意識の低さが懸念される。

■

引き続き、様々なアプローチで交通マナーの啓発、指導を行ってい
く。具体的には個別指導、学年集会、全校集会、放送、学校だより、
生徒指導だよりの活用を行っていく。
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※　学校評価から見た学校経営の重点と努力内容（511名／590名）
〇温かみのある学級づくり
 　(6)　学校に行くのは楽しいと思う　C+D　5.7P  29名　→　A+B　100％を目指す
　(11)　いじめられたり、無視されることなく安心して活動できている　C+D　0.8P 4名　→   0名を目指す
〇満足感のある授業
 　(2)　授業はわかりやすいと思う　C+D　5.1P 26名　→　自分の教科はどうか
 　(3)　授業では、自分の考えを持ち、自ら取り組んでいる　C+D　12.6P 64名　→　授業改善を進める
 　(4)　授業では、自分で考えたことやわかったことを表現することができている　C+D　20.5P 105名　→　授業改善を進める
〇心と体の教育の推進
 　(7)　学校や学年の行事に関心を持ち、進んで取り組んでいる　A+B　93.1P 475名　→　A+B　100％を目指す
　 (8)　生徒会・委員会活動に関心を持ち、進んで取り組んでいる　A+B　78.7P 401名　→　A+B　100％を目指す
　(13)　さわやかな挨拶ができている　A+B　93.3P 476名　→　A+B　100％を目指す

＜分析＞　○成果、▲課題 ＜改善策＞ □後期(継続・改善）、■来年（発展・変更）
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